
平成３０年度 第２回板倉区地域協議会 次第 

 

                      日 時：平成３０年５月２２日(火) 

                          午後５時３０分から 

                      場 所：板倉コミュニティプラザ 

                          市民活動室、市民ホール 

１ 開  会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 所長あいさつ 

 

 

４ 報  告 

・板倉区の小学校の在り方に関する意見書の回答について      資料１ 

 

 

５ 協  議 

（１）地域活動支援事業のヒアリングについて 

・平成３０年度板倉区地域活動支援事業採択方針等について   資料２ 

   ・地域活動支援事業ヒアリング事業一覧（割振表）       資料３ 

 

 

（２）その他 

 

 

６ そ の 他 

 

 

～地域活動支援事業ヒアリング～ 

（会場：市民ホール） 

 

 

７ 閉  会 

  ・次回 ５月３０日（水）午後６時～ 第３回板倉区地域協議会 

板倉コミュニティプラザ 市民活動室 
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平成３０年度板倉区地域活動支援事業採択方針等 

 

１．板倉区の採択方針 

《優先して採択すべき事業》 

板倉区の持つ資源と交通上の立地の優位性を生かし、内外の交流を促進するこ

とにより地域の活力を高めることを目標に、地域住民が自主的に取り組む事業の

うち、次に掲げる事業を優先的に採択すべき事業とする。 

①板倉区の魅力を発信する事業 

キャッチフレーズの作成や、インターネットの活用等により板倉区の歴史・

文化・特産物の情報や魅力を広く発信する事業 

（例）・ホームページを構築し地域やイベントを紹介する事業 

・ガイドブックを作成し、観光スポットを紹介する事業 

②板倉区の歴史・文化を伝承する事業 

板倉区の歴史・文化の保存や伝統行事を復活させる事業 

（例）・伝統文化である神楽や踊りを保存・継承する事業 

・地域に伝わる昔話を紙芝居にし、上演する事業 

③板倉区の新たな価値を創り出す事業 

板倉区の様々な資源を観光や産業振興に結び付ける事業 

（例）・地域の観光資源を整備し、説明員を育成して観光客を呼び込む事業 

・区内にある貴重な資源（自然・物）を活かし、体験やイベントを行う事

業 

・観光振興のため研究会を開催する事業 

④地域や世代をつなぐ事業 

複数の地域・団体間の交流や、子供から高齢者までの世代間交流を促進する

事業 

（例）・まちづくりのためのフォーラムを開催する事業 

・複数の団体と協力し地域おこしのイベントを開催する事業 

・中学生が地域やイベントで楽器を演奏し、地域と交流する事業 

 

《その他の事業》 

優先して採択すべき事業以外の事業で、地域の課題解決や活力向上に資すると

認められる場合は採択すべき事業とする。 

 

《補助対象としない事業》 

・防犯灯のＬＥＤ整備事業 

・申請団体のみの交流促進に留まる事業 

《補助対象としない経費》 

イベントで不特定多数に料理を振る舞う場合等は、受益者負担とする。 

 

 

 

資料２ 
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２．審査項目 

項  目 内    容 
審査の 

方法 

ア 採択

方針 

提案事業が「優先して採択すべき事業」、「その他の事

業」、「採択すべきでない事業」のいずれに該当するかを

審査する。 

該当項目

に○印 

イ 共通

審査基準 

提案事業が「審査項目の基準を満たしているか」を視点

に採点する。（全 28 地域自治区（全市）で共通） 

5 点満点

で採点 

 

《イ 共通審査基準》 

審査項目 審 査 の 視 点 配点 

①公益性 ・提案事業の成果が広く地域に還元されるものか。 

・全市的な方向性と合致しているか。 

・提案者以外の市民や事業者、団体等に不利益を与えるも

のではないか。 

5 点 

②必要性 ・地域の実情や住民要望に対応したものか。 

・地域の課題解決、あるいは活力向上に有効な取組である

か。 

・緊急性の高い提案事業であるか。 

・ほかの方法で代替できないものであるか。 

5 点 

③実現性 ・目標（達成すべきこと）や事業内容が明確なものか。 

・関係者との合意形成や組織内部での実施態勢が整って

いるか。 

・資金調達の規模や時期に無理はないか。 

5 点 

④参加性 ・提案事業の実施に当たり、提案者に限らず多くの住民等

の参加が期待できるものか。 

5 点 

⑤発展性 ・新しい発想が感じられる取組や、先進的な取組である

か。 

・提案団体は、信頼性、将来性、継続性はあるか。 

・事業の終了後における継続性や自立性、発展性は期待で

きるか。 

5 点 

合    計 25 点 

《配点の目安》 
５点…優れている 
４点…やや優れている 
３点…普通 
２点…やや劣っている 
１点…劣っている 

 

《その他考慮すべき事項》 

①過年度に採択された事業で、同一団体から同一内容の事業が提案された場合、3

回目以降は、地域協議会で事業の必要性､発展性について十分確認・審査し､採

択の可否を判断する。 

※「採択すべきでない事業」に該当すると判断した場合

は、共通審査基準の採点は行わない。 
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②複数年度に及ぶ事業は、申請時に提案書に長期計画であることが明記されてい

れば、採択回数は限定しないこととする。 

③備品（※）については、備品購入が地域の課題解決や活力向上に不可欠である

とともに、それらを利用して住民及び団体が活動を行うために必要であるかを

判断する。なお、備品購入を行う場合は、レンタル等で導入経費を削減できな

い理由や、償却期間までの活用予定、管理体制等を確認する。 

（※）備品とは、耐久年数が 1年以上で、長期間にわたりその形状を変えずに繰

り返し使用できるものをいう。1回限りで使い切るまたは使うにつれ量が減

る文房具や紙類等の消耗品と区別する。 

④工事や修繕については、工事等の実施が地域の課題解決や活力向上に不可欠で

あるとともに、工事等が住民及び団体が活動を行うために必要であるかを判断

する。 

 

３ 審査に関する事項 

（１）補助率 

・補助対象経費に対し、10／10 以内とする。 

 

（２）補助金額の上限及び下限 

・補助金額の下限は 5万円以上、上限は 100 万円とする。 

・ただし、単年度での事業実施が必要不可欠と認められる場合に限り、100 万円を

超える補助金額とすることができる。 

 

（３）ヒアリング・プレゼンテーション 

・提案者（団体）へヒアリングを行う。 

 

（４）事業提案者に地域協議会委員が含まれる場合の取扱い 

・地域協議会委員が提案団体の代表者又は担当者の場合は、当該事業の審査から外

れる。 

 

４ 審査方法 

（１）事務局による事業説明 

・提案事業一覧及び提案書 

・現地確認 

 

（２）提案者へのヒアリング 

・提案者へ質問・回答 

 

（３）採点票の記入 

・各委員（無記名）は、評価結果を採点票に記入する。 

・採択方針との整合については、提案された事業が「優先して採択すべき事業」、

「その他の事業」、「採択すべきでない事業」のどの項目に該当するか、いずれか

1つに○印を記入する。 
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・共通審査基準については、各審査項目に 5点を配点し、1事業当たり 25 点満点

とする。ただし、「採択すべきでない事業」に該当すると判断した場合は、共通

審査基準の採点は行わない。 

・各項目を 5段階評価し、0点は付けない。 

・地域協議会委員が提案団体の代表者又は担当者の場合は、提案事業の審査はでき

ない。 

（４）採点票の回収、採点結果一覧の作成 

・総合事務所は、共通審査基準の各審査項目の平均点とその合計の算出等を行う｡ 

・板倉区の採択方針との整合及び共通審査基準の合計が高い順に申請事業を並べ替

えた一覧を作成する。 

 

（５）採択すべき事業、採択すべきでない事業についての協議 

①板倉区の採択方針との整合の審査 

・委員の過半数が「優先して採択すべき事業」と判断した事業は「優先して採択す

べき事業」とする。 

・委員の過半数が「その他の事業」と判断した事業は「その他の事業」とする。 

・委員の過半数が「採択すべきでない事業」と判断した事業は「採択すべきでない

事業」とする。 

・「優先して採択すべき事業」と「その他の事業」がともに過半数で同数だった場

合は「優先して採択すべき事業」とする。 

・「優先して採択すべき事業」と「採択すべきでない事業」がともに過半数で同数

だった場合は「優先して採択すべき事業」とする。 

・「その他の事業」と「採択すべきでない事業」がともに過半数で同数だった場合

は「その他の事業」とする。 

・どの項目も過半数に達さなかった場合、「優先して採択すべき事業」と「その他

の事業」の合計が過半数に達する場合は「その他の事業」とする。 

 

②共通審査項目の最低基準の設定 

・各審査項目の平均点の合計が 10 点以下の事業は、「採択すべきでない事業」とす

る。 

（６）採択すべき事業の選定及び助成金額の確認 

・「優先して採択すべき事業」は、得点が上位の事業から採択すべき事業とする。 

・「優先して採択すべき事業」は、内容を精査し採択額を決定するが、採択額は補

助金希望額とならない場合がある。 

・採択額は今年度の板倉区配分額の範囲で決定する。 

・配分額に余りがある場合に限り、「その他の事業」の得点が上位の事業から採択

すべき事業とする。 

・残額が生じた場合は、必要に応じて追加募集を行う。 

 

（７）事業実施者等への地域協議会の意見の取りまとめ 

・「採択すべき事業」については、事業実施者に対し、事業の執行上配慮すべき点

の取りまとめを行う。 
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・「採択すべきでない事業」については、事業提案者に対し、不採択理由等の取り

まとめを行う。 

 

５ スケジュール 

① 事前相談の受付：            3/1～ 

② 地域活動支援事業活動報告会の開催 

（採択基準の説明含む）：          3/22 

③ 募集要項等の配布開始：          3 月下旬～ 

④ 提案の募集期間：             4/1～5/2 

⑤ 地域協議会での審査：           5 月中旬～ 

提案事業一覧表・提案書の写しの配付  5 月中旬 

審査手順の確認・現地確認       5 月中旬 

・提案者へのヒアリング 5 月下旬 

採点票の提出             5 月下旬 

採択すべき事業等の審査        5 月下旬 

⑥ 採択すべき事業の決定・公表：       6 月上旬～ 

⑦ 補助金の交付決定・事業の実施：      6 月中旬～ 

⑧ 追加募集の実施 

１次募集事業の審査終了後、改めて審議する。 
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～恋する高原～
板倉区光ヶ原高原にぎわい創出事業

板倉区光ヶ原高原にぎわい創
出実行委員会

午後6時20分

2 玄藤寺池あやめの里創出事業 あやめを愛する会 午後6時28分

3
絆の森づくり事業（地すべり災害跡
地復興事業）

国川自治区 午後6時36分

4 みよしの里美化事業 みどりやすらぎグループ 午後6時44分

5
地域に残る伝説の紙芝居作成と情報
保存事業

寺野玉手箱グループ 午後6時52分

6 市民参加による演劇公演事業
寺野の自然と暮らそうサポー
トセンター

午後7時00分

7
寺野地区の魅力発信のための「積雪
世界一」周知事業

寺野地区活性化推進委員会 午後7時08分

8 箕冠城址公園観光・美化事業 山部地区連絡協議会 午後7時16分

9 板倉ネクストシアター事業 くびきの演劇人連盟 午後7時24分

10
｢ゑしんの里いたくら歴史散歩｣改訂
版作成および地元の歴史･伝承普及
活動事業

板倉郷土史愛好会 午後7時32分

11 栗沢桜の里づくり事業 栗沢桜の里をつくる会 午後7時40分

12
増村朴斎先生生誕満150年記念遺墨
展並びに恩師･詩友遺墨お宝展事業

特別展実行委員会 午後7時48分

13
県道上越飯山線改良促進に向けた
光ヶ原高原の活用支援事業

光ヶ原夏まつり実行委員会 午後7時56分

平成３０年度 地域活動支援事業ヒアリング事業一覧（割振表）

説明
順番

事業の名称 団体等の名称 説明開始時間

資料３







平成３０年５月２２日 

 

板倉区地域協議会委員 様 

 

板倉区区地域協議会 

会長 平井  

 

 

地域協議会委員合同研修会の開催について（案内） 

 

 日頃から、地域協議会の運営に格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げま

す。 

 さて、牧区、中郷区、清里区及び板倉区の地域協議会委員による合同研修会の開催

について、下記のとおり案内がありました。 

つきましては、御多用のことと存じますが、地域協議会委員の皆様から御出席くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 日 時  平成 30 年 7月 11 日（水） 午後 4時から 

 

２ 会 場  板倉コミュニティプラザ 3階 市民ホール 

 

３ 内 容  ① 研修（1時間） 

テーマ：中山間地域の振興について 

講 師：特定非営利活動法人地域おこし 

理事・事務局長 多田 朋孔 様 

演 題：地域の未来は自分たちで創る!池谷集落の取り組みより 

② 質疑応答（10～20 分） 

 

４ その他  研修会終了後、午後６時からやすらぎ荘（上越市板倉区久々野 1624-

1）にて情報交換会（会費：5,000 円）を予定していますので、あわせ

て出席をお願いします。 

出欠について、6月 22 日（金）までに下記担当へ御連絡ください。 

研修会は費用弁償の対象となります。 

会場と総合事務所の移動（往復）は、バスを用意します。 

上越市板倉区総合事務所 総務・地域振興グループ 村山 

 〒944－0192 上越市板倉区針 722-1 
 電話：0255-78-2141（内線 123） FAX：0255-78-3984 

担 当 


